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自然史標本

生物をはじめとする自然物の標本





昆虫標本庫



昆虫標本庫

• 約170万個体が収蔵されていると推定





自然史標本データ

採集ラベルの例

コレクションラベルの例

NSMT-I-L-30001

地名（日本語）
地名（英語）
緯度経度情報
採集日
採集者

機関の
略号

コレクションの
略号

標本番号



自然史標本データの電子化

機関コード
コレクションコード
標本番号

地名（日本語）
地名（英語）
緯度経度
採集日付
採集者

学名
和名
性別
同定者
同定日付

コレクションデータ

採集データ

同定データ

その他

所属する上位分類群
タイプ標本情報
幼虫の食べていた植物の情報
標本写真…

電子化（データ入力）
データベース構築
電子化（データ入力）
データベース構築



国立科学博物館
標本・資料統合データベース

http://db.kahaku.go.jp/webmuseum/



自然史標本データベースの意義・ニーズ

• 博物館の「財産目録」
–今後のコレクション方針の決定

• 標本利用（研究・展示等）のサポート
–訪問前の予備調査

–データを使用した研究

• 博物館横断型のデータベースへの期待
–目的の標本がどの博物館にあるのかを調べたい

–自前でシステムを持たずに情報公開したい



サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 日本の自然史系博物館の参加の下で
構築される情報ポータルウェブサイト

• 国立科学博物館が運営

http://science-net.kahaku.go.jp/



S-Netの概要

• 参加館数 87館（2017年現在）

–総合博物館・科学館・資料館

–大学博物館・研究所

• S-Netの活動

–データベース構築

• 自然史標本 / 研究員・学芸員

–研究会の開催

• 講演会（情報関連の話題）

• 実習会（GIS・R・撮影術…）

–参加説明会の実施

参考： 2016年度の参加館一覧



S-Netのワークフロー

Icon: By Paris 16, CC BY-SA 4.0, via Wikimedia Commons
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http://science-net.kahaku.go.jp/

自然史標本：約453万件
研究員・学芸員：519名

（2017年10月現在）

自然史標本：約453万件
研究員・学芸員：519名

（2017年10月現在）



http://science-net.kahaku.go.jp/specimen/collection/

自然史標本情報検索ページ



検索結果ページ

© Google, SK telecom, ZENRIN



検索結果ページ



S-Netのワークフロー
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地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

• 生物多様性情報を誰でも利用可能にする
情報基盤構築が目的の国際プロジェクト

• 41正規参加国・地域、13準参加国・地域、
36参加組織（2017年10月現在）

https://www.gbif.org/the-gbif-network



https://www.gbif.org/



GBIFからのS-Netデータ公開

https://www.gbif.org/dataset/search?hosting_org=4fd82480-ea1c-11da-8db4-b8a03c50a862



S-Netの位置づけ
地球規模

生物多様性情報機構
(GBIF)

地球規模
生物多様性情報機構

(GBIF)

GBIF 日本ノード (JBIF)GBIF 日本ノード (JBIF)

ナショナルバイオリソース
プロジェクト

(NBRP)

日本医療研究開発機構
(AMED)

サイエンス
ミュージアムネット

(S-Net)

サイエンス
ミュージアムネット

(S-Net)



GBIFにおける公開方法

• データ形式

• メタデータ形式

• 永続的識別子

• ライセンス

生物多様性情報学 Biodiversity Informatics
エコインフォマティクス Ecoinformatics

生物多様性情報学 Biodiversity Informatics
エコインフォマティクス Ecoinformatics

ダーウィン・コア Darwin Core

Ecological Metadata Language

DOI / UUID

クリエイティブ・コモンズ・ライセンス

S-Netもできるだけ準じた形で公開S-Netもできるだけ準じた形で公開



生物多様性データの利用

• 分布適地推定に基づく
研究が主流

–対象種の確認地点の気
温や降水量等から、各
地にその種が分布でき
る確率を推定する方法

• 侵略的外来種の分布
域予測

• 気候変動と分布変化

• 保護政策への適用
http://www.gbif.jp/v2/pdf/SR17-final-web.pdf



国内の自然史標本アーカイブ：課題

• 公開・共有の文化の浸透

–公開を当たり前とする世界へ

–考え方・制度・公開支援・インセンティブ

• ユースケースを増やす努力

–関連分野・他分野へのはたらきかけ 「出会い」

• 生物多様性情報に関するキャパシティ構築

–国内にパーマネントな専門職は皆無

–人材育成できる研究室も皆無

–専門の部署・キャリアパスの構築


